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沖ノ山堆列の地形と構造

－「しんかい2000」による三浦海11付近の潜水調査 一

藤岡 換太郎 ＊I 古田俊 夫 ゛1

相校湾の巾央部の東寄りには沖ノ山堆列と呼ばれる地形的な高まりが，北西一南

東ないし北北西一南雨東の方向に並んでいる。相模構造線（相校湾断層）と呼ばれ

る大きな構造線が沖ノ山堆列の西側をほぽ南北に切っており，相模湾の榊造はその

断府によ
りて大きく分れる。また，

沖ノ山堆列は東西方向の断層によって も切られ

ており，それらは地形的には東京海底谷などの顕著な海底谷となって いる。「しん

かい2000 j によって沖 ／山 堆列を構成 している三油海丘の北斜面の潜水調査が行

われた。三浦海底谷底は堆畩物に埋嘖されて平坦な底をしており，梅底谷の中 央部

は細かい泥によって 覆われていた。 泥の表面には綜状の溝が穣樋に走っていた。 海

底谷底には0.2 －0.3 ノットのゆるい仙流が流れており，おびただしいピエール袋

がゆらゆらゆれているのが観察された。廊底谷と三浦海丘との接点は明瞭で ，海丘

を柵成する岩石の上に海ａ 谷を埋納する堆漬物が戟っているのが認められた。小規

模な東西性の谷がいくつもあり全体として掃の歯のような 微地形を呈していると患

われる。これは大部分東西性の断層または箇麗によって形成された谷と高まりでそ

の比高は小さいところで数ｍ，大きい ところで50m 近くあった。梅 丘を構成する岩

石は肉眼的には火1.1j性の泥岩一角礫岩で。陸 上の三浦層畔の岩相に畩似している。

岩石の走向は北束一南東で朿落ちの単斜構造を呈しているのが観察された。 沖ノ山

堆列は相模構造線の活動によってｌ へ傾助しつつ高まりとなりその朿iと三浦海盆を

形成したと考えられる。

TOPOGRAPHY  AND  STRUCTURE  OF  THE

OKINOYAMA  BANK  CHAIN

-  Results of observations from the SHINKAI  2000

around  the Miura Knoll -

Kaiuaro FU/IOKA M andToshio FURUTA*2

Eastward  of  the centra) pare of  Sagami  Bay,  a topographic high called

ihe  Okirioyama  bank  chain  Ains  almost  NW-SE  and/or  NNW  SSE. The

Sagami  tectonic line cuts ihe west of these banks  and Ihe structure of Sagami
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Bay  is truncated by  this tectonic line. The  Okinoyama  bank  chain is cut in

the EW  direction by  canyons  such as Tokyo  canyon.  The  north  wail of the

Miura  Knoll  was  visually surveyed  by  the  submersible  "SHINKAl  2000,"

The  dive started from  the bottom  of  the Miura  canyon,  crossing the canyon

and  then  climbing  up  the northern  wall of  the knoll. Micro ≫topogiaphic

elements  and  outcrops  were carefully observed  along  the ship's path. The

bottom  of  the Miura  canyon  was  covered by  thick hemipelagic mud  with a

quite flat surface and  the central part of the canyon  was  covered by fine mud

on  which  surface linear grooves  ran  everywhere.  At  the bottom  of  the

canyon,  flow was  observed  to be 0,2-0.3 kt./h judging from vinyl bags swing-

ing  and rotating slowly.

The  junction  between  the  Miura  knoll  and  the  canyon  was  clearly

identified; its surface was  covered by thin mud  also. Small  valleys were seen

running  EW  and  the topography  of the valleys resembled  comb  teeth. This

shows  the topographic  high resulting from  the fault movements  trending EW

whose  maximum  height was  almost 50  m.  The  rocks composing  the knoll

were  volcanogenic mudst  one-breccia similar to those exposed  onland  in the

Miura  Peninsula Group,  The  strike of  the rocks  was  NE-SW  and  the dip

directions east, making  a  monoclinic  structure. The  bank  chain has  been

tilting eastward, pushing the Miura  Basin eastward  with respect to the chain

by  the movement  of the Sagami  tectonic line.

1. はじめに

柑模湾はフィリピン海プレート（PI･IS プレー1ヽ ）

と北米プ レートとの嶝Ｗをなす沈み境界であると

いうliから雌近Ｒ:わかに注［1を集めている．111榠

湾の東部Sこは 沖ノ山堆歹I］と呼ばれる地形的 高まり

が，ほぽＮＷ一ＳＥ或いはＮＮＷ一ＳＳＥの方向

に走-ｺて おり，こ れは相模トラフの最深部を結ん

だ線にほぱヽF行に 走,jている．沖ノ山 堆刋のljti端

は相模構造線（または柵模湾断層）|こよって 切ら

れておりその内側にはつながらないと 考え られて

いる．沖 ノ111堆列はそれをほぽNE  SW に切る

いくつかの顕 苫な海底谷によって いくつかのセグ

メントになっている，これらの海底谷は地質･,凋査

所の20 万分の 】地質図（.･.槊･ 小野，1980 ）によ

れば断Jlyiとされている.. 下 者らは1985 年5 J1 22

H と2311 にこの沖ノ111堆列の‥つである り|li海

２

li:の北麓に「 しんかい2000 」で潜 る機会を得た。

この小論では榊水訓 在によって明 きらかにされた

’μ， 及びこの地域全体のテ クトニクスについて下

癶･らの 考えているIμを述べたい｡

2. 相模湾の地形

相模湾は相模ト ラフの北端部にあって･--つのプ

レ一l･ 境 界を形成しており，凵本の湾としては鴬

常にその水深が深い() 嫋闥.1985. 巾 村・島 崎，

1981U 全休のjO 万分の１の海底 地形図

( 水路部，1983) を眺めてみるといく つ力ヽの顧･ｇ

な･jQC 気がっく．

水深の最も深いところを紿んだ線は 相榎ト ラフ

である. 相模トラフの 朿刪とlj嗹!IIとで は地形的 に

人きく異なる，まず第･ に 朿` 11分は北米プレ ート

Ｒ二liし，北淞プレ ー1･の前佩峨にな る．それに対
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して西側はフィリピン海プ レートに属し本州側か

らみると海溝より 海側に相当し伊豆弧廁からみる

とその前弧域になる。東半部には顕 著な海底谷が

沢山存在するの に対して西半部には一つしか存在

しない。このことはtectonic に大きな意味を持つ

ものと考えられる。 相貘湾東半部には沖ノ山堆列

と吁ばれる地形的な高まりがほぼこの相模トラフ

の軸と平行に走っている。 その走向はＮＷ一SE

ないしはＮＮＷ一 ＳＳＥである。 沖ノ山 堆列の水

深はその堆毎に 異なっているが。最も浅い沖ノ山

堆は海水準低下期に波浪侵食を受けたと思われる

平坦而を有してい る。一方，三浦海丘はこの堆列

中最も水深が深くほぼ南北に伸びた形をしている。

堆列の一般的な並びの方向に対して各々の堆の

伸びの方向は直交しておりそこには断屈が介在し

てい ることが示唆される。朿半部には北から平塚，

片飢 三汨j. 城ヶ島。東京，布良などの大きな海

底谷が発達している。海底谷は蛇行しているが，

その方向にはある程度の 規則性が 認められる。例

第 １図　 相模湾の海底地形図と調 査地峨

Ｔｏｐｏｇraphic map of the Saga  mi bay and the surveyed area.
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えば布良を除く海底谷は。その流出囗ではＮＥの

方向を示している。東京海底谷は東京湾近辺でほ

ぼＮＳ，中流ではＦＷ，出口ではＮＥとなってい

る。地質調査所の地質図によるとこれらの海底谷

に沿って顕著な断憑が発達しており，沖ノ山堆列

はいくつかのブロックに分断されていると見るべ

きである。分断された各々の堆は四辺形を呈して

おり断愬地形であることは明瞭である。三浦湖丘

はこの堆列の中でも規模は最も小さい。その北は

三浦海底谷によって切られ，西は相模構造線によ

って切られている。

3.　潜航地点の地形と潜航目的

第一図には調査地域の概略的な地形図を，第

二図には三浦洵丘の北麓と三浦海底谷の一部を拡

大した地形図を示す。三浦晦丘は相模湖丘と三崎

洵丘との間にある小さな海丘でその頂上の水深は

500 mを越え，堆列中では最も水深が深く，規模

は小さい。第三図には，三浦海丘を切るＰＤＲの



第２図　三浦洵ri付近の海底地形図

Topographic map ａｒｏuad the Miura knoll.

記録を示した。 三浦海丘の北の端は三浦海底谷に

南の端は｣城ヶ島湖底谷によって堺されli は相模構

造線によってt刃られた四辺形の形をしている。 海

上保安庁水路部の為底地形図を眺めてみると， こ

の四辺形の伸びと三iili洵丘の仲びの方|;･|とは斜交

する。海丘はほぼNW ―S  E方向とNE-SW 方

向 の二つの顕著な断Ｍによって切られたような地

形をしている。 前者は扣糢湾全域でみられるトラ

フ111｢|こヽ lｑi な方向で後者は梅底谷の翊んでいる方

向である。 ぷ|li海底谷底の幅はｊ.浦海 丘より北で

広 く。三浦海｢i:Ｒ二沿う部分ではやや抉くなり相模

トラフヘ注ぐド流域で は更に狄くなる。

#167 dive ではまず-jXli海底谷底の|甘|哨SIこ19

地して，海底谷を嗔切り 二illi洵｢7:の北錣を頂上ま

で登るルートが迴ばれた。この潜水の||的 は 主と

して 一二浦淘 斤( 沖ノIII堆歹I)の一一部としての) の構

造を観察する･μであった。沖ノ山堆列は｣蚫質,|,Wi

所の地質|資|によれば。 迴山IMgMII 当Ｍおよび 礑i

4

jＭ群相当層Ｒ:よって瞋成されており，両者の謨|係

は断l凶l翩系とされている。このことを陏かめ る･11

が必麗であｰｺ た。また， 三浦海li 仔i上部付近には

火山岩の露頭が記i陜されているが， これが一体ど

のような産 状をj11すのか，in silu の火111岩体な

のか貫人岩休なのか，火1」｡|性の堆積岩なのか調べ

てみる必要があ った。 最後に沖ノ山堆列には地形

図で望みと れるような断層があるのかどうか。こ

れらのことを一川の琳水で観察する‘μが 雰167 dive

の目的であ った。

4. 潜　 航

５月23 1,1に行なわれた「し んかい2000 」の潜

航のログを 節一一裏|こ示した。また第ljql卯こは実際

に潜航をii なって観察し たルートを示した。 潜航

当囗は天気もよく波もおだやかで榊水ll 和であっ

た｡「しんかい2Q00 」の渭l した地心は｡･jll」海喋

谷の巾 火よりやや鹵 に寄 りたところであった。 海
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底 谷は極めて平坦で, yellowish-gray mud が表

而を覆っていた。 泥の 衣而には熊数の線状の構造

がついていた( 写火 一１)。これは潜水艇の窓から

はその火 体を確認出来なかったが底棲生物のはい

あとであると思 われる。海底 谷には0.2 －0.3 kt

のゆるい1111流が流れており， 不溶性のビニ ール袋

やプラスチック性の弁当箱などおびただしい人類

の示凖化石となるべきゴミがたまっていた(弓 真一

２)。 海洋はゴ ミ捨場ではない。この ようなビニ

ール袋類が生態系の生皀括動に大きな変化をもた

らし，ある種の生物の 活動を弱め。生態系 全体に

大きな圧いをもたらしているとすれば，人 類は何

と愚かな'liをしているのであろうかと思った。海

底谷のビニール袋が同 転したり ゆらゆらゆれなが

ら旋れて来るのが観察された。

三1Xli海 丘にとり ついたのは，レ ーダーで 急庄が

認め られて わかった。忽崖は何段かのステップに

よって構成されている。 ステップの上ii はやや平

坦で，三 浦洵ｉ を 構成している岩石は目視観察で

は泥岩であると判断された。 実際にこの サンプ ル

を収って おり それは火山性の 泥岩であることがわ

かった。 泥岩川は非常に顕著な層理11 を持ってい

る( 町11!－3) 。その走向はほぼN30 °E-  N60*°Ｅ

で傾斜は ゆるく30‘ 以 内でＳＥへ 傾いていた。こ

の傾向は少なくとも観察された範囲内では全部同

第 ３ 図　 三 浦 海 丘を 南北 に 切 る Ｐ Ｄ Ｒの 記 録

Ｎｏrth-ｓｏｕth topographic profile of

the Mi ｕｒa kno11( ＰＤＲ,p ｒｅｃｉｓe Depth

Ｒｅｃｏrder)

第 ４図　 潜航調査 の ルート

Ｒｏｕtｅ map ｆｏｒ the dive #167 0f “Shinltai 2000 ’
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じで， 全体としての単斜構造を¶11しているものと

思われる。 こ の泥 岩層を形成す る梅ｉ は小 さな

ridge and fｒｏｕgh の地形を 呈している(町良 一４入

すなわち走向に【l'(交する方向に咄数メートルない

し数10 メートル程皮 の谷がこ の泥岩層を切って

允達して い るのが観 察された。 谷の方向は概ね

ＮＷで 一つ のｒidgeの高さは５メートルぐらいか

ら50 メートルぐらいであった。ridge の上gこは海

底 谷底にみられたのと同じ泥が堆積してい るのが

観察された。

5. 考　 察

今川行われた榊航の結果をもとにして沖 ノ山堆

列令体の発挫史について考えて みたい。沖 ノ山堆
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列を含む 相模湾の音波探喪断 面としては。加藤他

(1983) ，Ｋｏｎｇ ｅt al.,(1984)， 本座(1984) があ

る。沖ノ山堆 列の構造的な解釈|てついて杉村(1972)

は。 駿河ト ラフ，相模ト ラフの構造的性質が松田

(1984) の示し たよう|こouter ｒidgeであり 互いに

これらが伊iX 半島を収りかこんで連続する ものと

考えた。 木村(1976) は相模綉造線( 杉村のいう

相模湾断 層) によって，四側の堆積物が厚くせき

とめ られている 事を指摘している。 音波探査断面

をみると 碚かに西側の堆積物は 厚くそれが沖ノ山

堆列の下に沈み込んでいる様子がよくわかる。

･一方，それに対して巾村･ 島崎(198)) ， Ｎａｋａ-

ｍｕrａｅtａ]｡,(1984) はフィリピン洵プ レートの有|

模湾での抜け出し(ed ｕｃｌｊｏｎ) を提la した。 これ



はＳｅｎｏ(1977) のフィリピン海プ レートの移動方

向に対す る相模トラフの幾何学的 配列及び相模湾

の地形から 考えられた もので相模 柵迷線をiE断層

とみなす ものであ る。堆列のi??波探 査断面を,洋し

くみると 木村のいうＤ．Ｅ舮?(葉山・ 三浦jM 群相当

駲) が朿ljli断 而で見ると全体として東へ傾いてい

ることがわかる。 この雌列を構|戉す る物質が陸上

の葉山や三ijlj相当IMで あるかどうかについては化

石による険討を待たねばな らないが，ド レッジな

どで俳られて いるサンプルの岩相上の類 似性から

は葉山･ 三浦と考えてよさそうである｡木村(1976)

は沖ノ山堆列を正断丿州こよって西鯏の落ちた相対的

な高まりの歹ljであると考えたが，今回 の潜水調査，

地形，及び音彼探査の，結 米から考えてこれらが

逆断 層で まくれ上がった高まりであ ると考えた方

が良 い。

第二図 の勧上保安庁水路部発行の相模湾の海底

地形図を よくみると北酉―南東方向 のリニアメン

トが瑚著sこ昆られこれらが断屑俳であることを強

く示唆する。 これとほぽil‘{交方向のリニ アメｙ卜

は海底谷となっており，Ξjllj ・ 房総 ・東京などか

らの堆債物のdr ａｉｎａｇｅとしてもともと小さな断■JM

であったのがたびかさなる堆611物の運搬，移動に

よって 史にけずられたものであ ろう。こ の顕著な

２方|;･lの断IM はａ波探査断|靤こもみられる。 例え

ば 本座H98C の示した断 面図 には ２本の顕著

な断jM が認め られる。

|くong et al.
≫(1984)

は 相模湾の･11で ９本のマ

ルチチャネルサイスミ･ｙクプロフ７イラーのill線

を収り， 湾内に巨人な深海扇状地があること，沖

ノ|｡11堆列が逆断｣凶で盛り上がった事など を指摘し

た。 小111・藤岡(1984.  1985) も沖 ノ111堆歹|｣が

逆断jly?で 上5｢I'･した･Jiを論及した。 今川の沖ノ山眼

夕||の･･･つである相杖海li:での潜水ll 睨観察の結■

は， この沖ノ山堆歹|｣が朿に傾動しつつ盛り｣二がっ

たことをぴj付けるものであり， 和模搆逃線は逆断

駲である‘μを強 く 支持する。相模構造線の活動に

はI]ﾓ斷IM の時 朗。逆断Ｍの11･Sjljなど，いくっ かの

時期があり，それはフィリピン淘プレ ートの運俑

の向きの変化に 対16しているものと思われる。

謝　 辞

この小論を,'1くにあたり。り｡卜･の方々の御|11j話

|こ な っ た ． 海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー の 堀 田 宏 ， 田 中

武 男 の 両 氏 は 相 模 湾 の 潜 水| こ 関 し て 様 々 の 便 宜 を

は か っ て 下 さ り ． こ の 小 論 を 善 く 事 を 強 く 勧 め て

下 さ っ た ． パ ４ ロ ッ ト の 井 田 正 比 古 ， コ パ ４ ロ ッ

ト の 田 代 省 三 の 両 氏 に は ． 潜 水 中 に 貴 重 な ご 意 見

を 暘 っ た ． 日 本 大 学 の 古 家 和 英 氏 は 小 論 の 準 備 を

お 手 伝 い 下 さ っ た ． こ れ ら の 方 々 に 厚 く お 礼 申 し

上 げ る ．

参 考 文 献

藤 岡 換 太 郎(1985) 相 模 湾 ・ 駿 河 湾 お よ び そ

の 周 辺 海 域 の 地 形 ， 細 井 先 生 退 官 記 念 論 文 築.

387 －400

本 座 栄 一.1984 ， 相 模･ 駿 河 ト ラ フ に お け る 沈 み

込 み の 形 態 ， 第 四 紀 研 究.23 ，77 －81.

海 上 保 安 庁 水 路 部 （1983 ） 相 模 湾 海 底 地 形 図1:

100000.

匍| 蕕 茂 ・1 左 藤 任 弘 ・ 桜 井B5.
 j983.

南 海･ 駿 河 ・

相 模 ト ラ フ の マ ル チ チ ャ ン ネ ル 反 射 法 音 波 篠 在 ，

水 路 部 研 究 報 告 ，18 ，1 －23.

木 村 政 昭 ，1976 ， 相 模 漣 及 付 近 海 底 地 質 図 説 明 晝 ，

20 万 分 の ｌ　 海 洋 地 質 図Na3 地 質 調 査 所.

Ｋｏｏｇ. Ｙ., Ｋａｇａｍｉ, Ｈ.,Ｔｏｋｕy ａ ｍａ. Ｈ.,ｌｇａrａs 】lii.C.

and Ｎａｓｕ, Ｎ.（198xl ）S ｕbbott ｏｍ geological

structur ｅｓ ｏｆ Ｓａｇａｍｉ Ｂａy,B ｕ11. ０ｃｅａｎ Res.

Inst.,  Univ.  of Tokyo. 16, 1-91.

松［日 時 彦1984 ， 南 部 フ ォ ッ サ マ グ ナ ー そ の 湾 曲

綉 造 発 達 史.  $111 和 夫 編 著 「 ア ジ ア の 変 動 帯 」，

127-146.

三 梨 昂 一小 野 晃 司 （1980 ） 横 須 貿 ，l : 200000

地 質 図 ． 地 貿 鯛 戊 所.

Nal(amura.K..Shima2aki,K.and Yonckura.N.

1984,S ｕbd ｕｃtｉｏｎ.bendi 昭and eduction-Present

and Quaternary tectonics of the northern bor-

der ｏr the Philippine Sea Plate.  Bull,Soc.lGeol.

Fr.,26.22 卜･243. Ｎａｋａ ｍur ａ （1981 ）

中 村 一 明 ・ 烏 崎 邦 彦 （198 ） ） 相 模 ・ 駿 河 ト ラ フ

と 沈 み 込 み ， 岩 波 科 学.51 ，490 －498.

小 川 呪 二 郎 ・ 藤 岡 換 太 郎 （1984 ） 伊 豆 弧 北 東 側

の プ レ ー ト 境 界 の 変 遷 一一妲 岡 帯 か ら 相 模 ト ラ フ ま

で 一一 ． 地 球.  7.  709-719.

小 川 勇 こ 郎 ・ 陳 岡 換 大 部 （1985 ） 相 模I ヽラ フ の

睛| 戉 と 発il. 地 球.8.258 －265.



８

Sｅｎ０,Ｔ.(1977)The inst ａｎtａηeoｕｓ rotation vec-

tｏｒ of the Phi 】ippins Sea P 】ａtｅ relative tａ the

Eurasian plate.Tectoriophys.,42,  209-226.

杉 村新1972. 日 本付 近にお け るプ レート の境 界，

岩波科学  42.  192-202.

竹内章・藤岡換太郎（1985 ）相模ト ラフ・駿河

トラフ周辺の海底地形．地字雑誌.94.102 －114.

（原稿受理:1986 年４月30 日Ｊ

JAMSTECTR　DEEPSEA RESEARCH  (1986)



､ Ｄ

写貞 丿　 三浦海底谷の堆耕物と線状の構造

Surface sediments and linear struc-

lures of thc Miura Ｃａｎyｏｎ

1パ12　 おぴただしいビニール袋

Ａ 】arge number Ｑr vyni) boχ float･

ｉｎｇ around  ihc diｖｅ site.

町皀３　 リッジとトラフ地形

Midge and trｏｕgh morphology

町 呉 ４　 朿に 傾斜 す る 火 山 性 泥 粁 川

Ｏｕtcｒｏｐ ｏr ａ volcanogeriic muds  tone

tilling t ｏｗａrd east.


	沖ﾉ山推列の地形と構造－「しんかい2000による三浦海丘付近の潜水調査－
	1. はじめに
	2. 相模湾の地形
	3. 潜航地点の地形と潜航目的
	4. 潜航
	5. 考察
	謝辞
	参考文献
	写真


